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 平成２３年度の活動を振り返って 

～愛知県国際農友会活動について！～ 
                         会 長 天野  治（豊橋） 

未曾有の被害をもたらした東日本大震災の発生から一年が経過しましたが、

ここに改めて被災された皆様にお見舞い申し上げます。 

本会の平成 23年度の事業として、田原、豊橋支部の皆様の御協力の中、多く

の会員の皆様が交流・視察・意見交換等を行う場として「会員交流会」や「国

際農業者フォーラム」を開催し、その目的を達することができたと思います。 

近年、厳しさが続く農業・社会情勢ですが、研修生魂をもって乗り越えてい

きたいものです。 

昭和 27 年に始まった派遣事業につきましては、この春 60 回生が出発しました。その間、本県から毎

年研修生を送り出すことができましたのも県当局、会員の皆様の御尽力によるものと御礼申し上げます。

今後も志を持った若者の参加を願ってやみません。 

さて、ＪＡＥＣは公益社団法人となり、その活動がますます期待されてくると思います。本会もその

正会員としてしっかりと役割を果たしていきたいと思います。 

最後に本会の活動に対する関係機関の御指導、御協力を御願いいたしますとともに、会員の皆様の更

なる御活躍、本会への御協力を御願い申し上げます。 

       

～フォーラムを終えて～ 
                                            監事 鈴木 裕己（豊橋） 

平成 24 年２月２日。豊橋市内にて国際農業者フォーラムを開催しました。今年度は「東三河の農業

に学ぶ」をテーマに市内の先進農家４軒の視察を行いました。 

第 50 回天皇杯を受賞されたコチョウランの(株)松浦園芸をはじめ、支部会員である鈴木健示氏のキ

ャベツほ場、観葉植物の生産販売や緑化に取り組む(株)プラネットや、普段は見ることができないトマ

ト栽培法の施設など様々な業種の農家を見学することができました。また、地元ＪＡであるＪＡ豊橋の

直売所・食彩村にも立ち寄りました。 

フォーラム後の情報交換会では、御出席いただいた永田副知事より、東三河県庁設立と今後の目標、

農業振興についても語っていただき、予定時間を過ぎるまで会員との意見交換をしていただきました。 

当日はあいにくの天候にも関わらず、多数の会員の方々に出席いただきありがとうございました。今

回のフォーラムが、新鮮な情報や画期的な発想に触れる機会として、今後の皆様の発展における参考に

なることを期待いたします。 

●平成 23 年度の活動を振り返って 

●平成 23 年度の主な活動 

◇平成 23年度通常総会、◇アセアン農業研修生の受け入れ、◇海外派遣研修生の帰国 

◇平成 23年度海外派遣農業研修生の激励、◇新たな海外派遣農業研修生、◇好評だった会員交流会

◇国際農業者フォーラムの開催              ■発行日  平成 2４年３月 31 日 

■発行人  愛知県国際農友会 
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～東海・近畿・北陸ブロック国際化対応営農研究会に参加して～ 
                                            副会長 森田 広幸（知多） 

(社)国際農業者交流協会、国際農友会、岐阜県国際農業者交流協会の主催により平成 24年 1月 25日

（水）に岐阜市内において研究会が開催され、愛知県からは隣県開催であったこともあり、天野会長始

め６名が出席しました。 

研究会は 70 名余りが参加する中、盛大に開催されました。基調講演では地元岐阜県国際農業者交流

協会の有名人「（有）しいたけブラザーズ」代表取締役横田千洋氏からしいたけに懸ける熱い思いを聞

くことができ、自分の理想の経営を思い続ければ、それを実現することができるという大切なことを学

ぶことができました。 

 

 平成２３年度の主な活動 

■ 平成２３年度通常総会 

 ６月１日（水）、名古屋市の名古屋栄東急インで

開催し、平成２２年度事業報告と平成２３年度事

業計画などが承認されました。ました。総会には、

愛知県農林水産部長小出茂樹様を始め関係機関の

方々に多数御出席いただき祝辞をいただきました。 

今回は、総会前に東海農政局の担当者から「農産

漁村における６次産業化の推進」に関する講演を

いただきました。 総会後には、アセアン農業研修

生の歓迎会、交流会を開催し、会員相互の情報交

換を図りました。  

また、東北地方太平洋沖地震に対する義援金を

募ったところ６万円を超える協力がありました。

また、これとは別に会員一人当たり５００円を当会会計より支出し、全国組織の国際農友会へ送金しま

した。 

 

■ アセアン農業研修生の受け入れ 

(社)国際農業者交流協会が実施している

「アジア農業青年人材育成事業」により、本

会の会員がアセアン諸国等の海外農業研修生

を受け入れています。本年度は本県にタイと

インドネシアから計６名の青年が訪れ、５月

26 日から約 10ヶ月間、本県の各会員宅に滞在

し、研修されました。また、研修生に引き続

いて技能実習生として合計３年間滞在された

ヌルヒマンさんは帰国され、農業に勤しむと

のことで、日本で学んだことを生かしてほし

いものです。 
 

地方研修（熱田神宮） 
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     海外農業研修生と受入会員一覧 

研修生氏名 受入会員（支部名）

ﾋﾟﾊﾟｯﾄ ﾎﾟﾝﾌﾞﾝ 

ｳｨｻﾇ ｷﾞｬｵﾏﾆｰ 

ﾊﾟﾖﾝ ﾁｬﾝﾌﾟﾗｻｰﾄ 

ﾊﾟﾄﾝﾎﾟｰﾝ ｾｴﾜ 

ｽﾃﾌｧﾇｽ ｱｸﾞｽ ﾄﾞｩｳｨﾔﾝﾄ

ｻｴﾌﾙ ｱﾝﾜﾙ 

ﾇﾙﾋﾏﾝ※ 

原 宜延（海部） 

平田正樹（西尾幡豆）

宮地勝利（西尾幡豆）

横山賢一（尾張東） 

永井祥一（田原） 

宮下優子（尾張東） 

内藤完次（西尾幡豆）

※印は、技能実習生 

本会では、通常総会にあわせて６月１日に海外農

業研修生歓迎会を開催したほか、会員交流会や国際

農業者フォーラムにも研修生・技能実習生の皆さん

に参加いただいてきました。 

また、協会から地方研修を委託され、９月 13～14

日（一泊二日）に、トヨタ博物館、愛知県農業総合

試験場、熱田神宮、キリンビアパーク名古屋で視察・

研修を行い、日本の農業技術や産業、文化について

学んでいただきました。 

 

■ 海外派遣研修生の帰国 

  平成 23年３月に平成 21 年度海外派遣農業研修（プラクティカルコース）生の竹内阿里加さん（スイ

ス）、北村真也さん（ドイツ）、山中健嗣さん（オランダ）の３名、９月には平成 20 年度海外派遣農業

研修アメリカ・コンビネーションコースに参加した竹内翔さんが帰国されました。 

研修の詳しい内容や感想などについては、平成 24年度通常総会で配付する平成 21 年度海外派遣農業

研修生報告書「夢は大きく世界へ」を御覧ください。 

 

海外派遣研修生帰国者 

帰国者氏名 市町村 派遣先 派遣研修期間 

竹内 阿里加 常滑市 スイス H22. 3～H23. 3 

北村 真也※ 半田市 ドイツ H22. 3～H23. 3 

山中 健嗣※ 名古屋市 オランダ H22. 3～H23. 3 

竹内 翔 設楽町 アメリカ H22. 3～H23. 9 

※印は、当会からの推薦ではなく、(社)国際農業者交流協会への一般応募 

 

■ 平成 23 年度海外派遣農業研修生の激励 

平成 23 年度には、愛知県知事の推薦を受け３名がオランダへ派遣されることになりました。また、

このほかに知事推薦を受けず(社)国際農業者交流協会への一般応募された方１名が海外派遣農業研修

へ参加されます。 

なお、渡航前に国内農家における長期間（約 10 ヵ月）の実習を通じて、海外での研修効果を高める

アプレンティスシップ・トレーニングに山本真規子さん、小見山幸三さんの２名が参加し、24 年度に海

外研修に派遣される予定となっています。 

平成 24 年２月２日に開催した国際農業者フォーラムでは、染川さんと小見山さんに参加いただき、

研修への抱負などを語っていただきました。 

 

平成 23 年度海外派遣農業研修生一覧 

氏  名 市町村 派遣制度 

竹内 絵理 

山内 賢人 

染川 大輔 

東海市 

田原市 

豊橋市 

オランダ・プラクティカル・コース 

オランダ・プラクティカル・コース 

オランダ・プラクティカル・コース 
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海水浴場での会員交流会 

平成 23 年度アプレンティスシップ・トレーニング参加者一覧 

氏  名 市町村 派遣制度（H24 予定） 

山本 真規子 

小見山 幸三※ 

美浜町 

大府市 

スイス・プラクティカル・コース 

オランダ・プラクティカル・コース 

※ 一般応募 

 

■ 新たな海外派遣農業研修生 

 7 月６日に愛知県立農業大学校において農業研修生海外派遣事業説明会を開催し、(社)国際農業者交

流協会の三浦さんから事業内容や研修の様子を紹介いただきました。 

 愛知県では、これまで愛知県国際農友会が推薦選考会を実施し、会長から(社)国際農業者交流協会に

対して推薦を行ってきましたが、23年度からは県が推薦者選考会を実施し、知事が推薦することとなり

本会はこれらに協力しています。 

今回の選考会では、豊橋支部の鈴木理事及び県職員が選考委員を務め、４名の受験者について審査を

おこないましたが、いずれも優秀で、ただちに知事から(社)国際農業者交流協会に推薦し、皆さん選考

に合格されました｡ 

 

■ 好評だった会員交流会！ 

 平成 23 年度の会員交流会は田原支部が当番と

なり、８月３日（水）に田原市の仁崎海水浴場で

開催しました。会員とその家族、アセアン農業研

修生など 80 名を超える方が参加しました。 

当日は、バーベキューや海水浴を楽しんだほか、

農友会恒例のビンゴゲームでは、豪華な商品も用

意され多いに盛り上がりました。 

 田原支部の皆様、お疲れ様でした。 

 

■ 国際農業者フォーラムの開催 

 本年度は、豊橋支部が当番となり、会員等約 50 名の参加のもと、豊橋市内の先進農業施設等の視察

とホテルアークリッシュ豊橋を会場として情報交換会を開催しました。詳細は「フォーラムを終えて」

（1 ページ）をご覧ください。なお、情報交換会の中で、海外派遣研修予定者の激励とアセアンの農業

研修生・技能実習生の報告会も行いました。豊橋支部の皆様、本当にお疲れ様でした。 

 

 
ほ場視察 

 
永田副知事との意見交換 
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